
 

1 

道路表面排水施設の状態確認のための付加構造に関する基礎的研究 
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【要旨】 
 本研究では、表面排水施設の機能低下を検知する技術を提案するため、表面排水施設の水の流れ及び土砂等堆

積の実態把握を行い、表面排水施設の機能低下パターンの分類及び検知技術に求められる機能の整理を行った。

具体的には、ミクロな分析として切土のり面の小段排水溝の観測を実施し、マクロな分析として降雨時の切土や

盛土の変状・崩壊事例を整理した。さらに、観測結果と事例の整理結果を踏まえ、表面排水施設の機能低下パター

ンを分類した。その結果、いずれのパターンにおいても、のり面に異常に水が流れていることを検知する機能と

表面排水施設内の水位、流速等の水の状態を把握する機能が必要であると考えられた。 
キーワード：道路のり面、表面排水施設、降雨、機能低下、維持管理 
 
 
1.  はじめに 

近年の降雨により、道路のり面の崩壊が発生してい

る。その崩壊要因の一つとして、土砂等の堆積により

機能低下した表面排水施設からの溢水等が指摘されて

いる。これらの崩壊は、1 件当たりの規模が比較的小

さい場合であっても、発生箇所が多くなることで、道

路交通への影響や、道路管理者の維持管理費の負担の

増加につながる。一方、のり面全数を詳細に点検する

ためには膨大なコストや労力が必要であることから、

過度なコストや労力を要さずに表面排水施設の機能低

下を検知する技術が求められている。そこで、本研究

では、表面排水施設の機能低下を検知する技術を提案

するため、表面排水施設の水の流れ及び土砂等堆積の

実態把握（達成目標①）、表面排水施設の機能低下パ

ターンの分類及び検知技術に求められる機能の整理

（達成目標②）を行った。 
 

2.  表面排水施設の水の流れ及び土砂等の堆積の実態

把握（達成目標①） 

ミクロな分析として切土のり面の小段排水溝と集水

ますの観測を実施した。図-1に観測箇所の概況を示す。

詳細は参考文献 1)を参照されたい。のり面小段には、

U 字側溝（450×450）が設置され、その上部には小段排

水溝内部への枝葉の侵入を抑制するための排水溝フィ

ルタが設置されている。観測では、小段上の除草等を

実施した清掃区間と無清掃区間を設定した。また、小

段排水溝及び集水ますに水位計及びタイムラプスカメ

ラを設置した。水位計の観測結果から、清掃区間では、

降雨時に小段排水溝内の水位上昇が確認され、表面水

が小段排水溝内に流入していることが確認された。一

方で、無清掃区間では、降雨時の明確な水位上昇が確

認できなかった。清掃区間では排水施設が適切に機能

していたが、無清掃区間では小段排水溝の上部に植生

が繁茂していたため、表面水が排水施設内を十分に流

入せずに直接のり面を流下していた可能性がある。そ

のため、本観測箇所においては、小段排水溝が適切に

機能しているか確認するためには、小段排水溝の水位

の把握に加えて、のり面に異常に水が流れていること

を検知する機能が想定される。また、排水施設の機能

確保のためには、小段上の清掃とのり面の除草等の維

持管理が重要であることが明らかとなった。 
次に、マクロな分析として近年の降雨による切土や

盛土の変状・崩壊事例と降水量の関係について整理し

た。詳細は参考文献 2)を参照されたい。図-2に変状・

崩壊が発生したときの 10 分間降水量の最大値および

連続雨量の関係を示す。整理の結果、対象事例のおよ

そ 9 割は当該地域の 3 年確率 10 分間降雨強度（路面

排水施設工の設計に用いる降雨強度）未満の降水量で

生じており、盛土や切土の違いによらず様々な降雨強

度で発生していることが分かった。そのため、設計に

用いる確率降雨強度を一律に割り増すことや確率年を

引き上げることだけでは、変状・崩壊件数の抑制対策

として十分ではないと考えられる。 
崩壊規模が比較的大きく、通行止めが長期化した事

例では、表面水の影響に加え、雨水の浸透による地下
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水位の上昇が関係したと考えられる事例も確認された。

地下水位が高いのり面は、崩壊時に通行止めが長期化

する可能性があり、このような条件を有するのり面に

優先的に検知技術を適用すべきであると考えられる。

ただし、地下水位は周辺の地形・地質等の条件や排水

施設の設置状況に左右されるため、地下水位が高いの

り面を簡易に把握する方法については、今後の課題で

ある。 
 
3.  表面排水施設の機能低下パターンの分類及び検知

に求められる機能の整理（達成目標②） 

2.の観測結果及び事例分析の結果から、表面排水施

設の機能低下パターンを分類した。表-1は切土の降雨

によるのり面の変状・崩壊事例のうち、表面水が要因

と考えられる事例を対象に、表面排水施設の状態を分

類したものである。事例を整理した結果、表面排水施

設自体の機能低下（①～④）に加えて、表面排水施設

の容量不足、路線全体の排水系統の不備などの異なる

事例（⑤～⑦）も確認された。例えば、2.の観測結果は

「③表面排水施設が機能していない」に分類され、要

因としてはのり面での植生繫茂が該当する。いずれの

パターン（①～⑦）においても、検知技術には表面排

水施設に流入すべき水がのり面に異常に流れているこ

とを検知する機能と、表面排水施設内の水位、流速等

の水の状態を把握する機能が必要であると考えられる。

しかし、具体的な計測手法はパターンによって異なる

と考えられるため、今後各パターンに応じた計測手法

の検討を行う必要がある。 
本研究で得られた結果について、道路管理者との意

見交換を実施した。その結果、排水施設の機能低下を

検知する技術の重要性については共通認識が得られた。

一方で、排水施設自体を土砂や枝葉等が堆積しにくい

構造とするなど、維持管理の頻度を軽減できる構造の

必要性について指摘があった。また、優先的に点検や

清掃を行うのり面を選定するためには、のり面崩壊が

道路機能に与える影響に加えて、管理区域外からの水

の流入や管理する施設が隣接施設に与える影響等を考

慮する必要があるとの意見が得られた。そのため、今

後は維持管理の頻度を軽減できる排水施設構造や、優

先的に維持管理を実施すべき箇所を抽出する方法につ

いて検討が必要である。 

 
4. まとめ 

1） 表面排水施設の機能低下の検知技術に求められる

機能としては、表面排水施設に流入すべき水がの

り面に異常に水が流れていることを検知する機能

と表面排水施設内の水位、流速等水の状態を把握

する機能が必要であると考えられる。今後各パ

ターンに応じた計測手法の検討を行う必要がある。 
2） 道路管理者との意見交換より、排水施設の機能低

下検知の重要性に加えて、維持管理の頻度を軽減

できる排水施設構造や、優先的に維持管理を実施

すべき箇所を抽出する方法の必要性が確認された。 
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図-1 観測箇所の概況1) 

 
図-2 変状・崩壊発生時の正規化された最大10分

間雨量と連続雨量の関係2) 
表-1 表面排水施設の状態の分類（切土の例） 
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• 発生日時が判明している事例：白抜きプロット
• 発生日のみ判明している事例：塗りつぶしプロット

超過

未超過

【10分間降水量（正規化）】=10分間降水量の最大値/各地点の3年確率10分間降雨強度
【連続雨量（正規化） 】=連続雨量/各地点の全国日雨量分布

路面排水工に用いる
設計降雨強度

要因

①表面排水施設の構造の不備
合流部の不備、排水施設に付帯す
る構造の不備（合流部の蓋）

②表面排水施設の容量低下
土砂、落葉等による側溝、ますの閉
塞

③表面排水施設が機能していない
排水施設のふた（フィルタ）の閉塞、
のり面での植生繁茂、軟弱地盤の
沈下等による排水施設の勾配変化

④表面排水施設の破損
部材の破損（折れ、コンクリートの
欠け）、接合部の破損（目地の開
口、ずれ、段差）

⑤表面排水施設の容量不足
側溝・ますの断面不足、アスカーブ
の高さ不足

⑥表面排水施設があるべきところに無い

⑦路線全体の排水系統の不備

機能低下
パターン

その他の
パターン

排水施設の状態の分類
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